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ハンドル

誘引紐

駆動軸

⼊⼿が容易な市販部品で製作可能
コスト︓42万円/10 a

慣⾏の誘引⽅法と⽐較して，
収量は同等（2019年）
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作業時間は，
30〜40％減

（秒 株）

ハンドルを回し，複数の株を同時に下ろすことが可能 1株ずつで重労働
＜慣行の誘引方法＞＜誘引方法＞

＜構成＞

つる下ろし装置

効果

収量
（kg/株）

慣行 7.3
つる下ろし装置 6.9

有意差 NS*

誘引方法

*NSはt検定において有意差
がないことを示す

重労働であるトマトの誘引作業の省力化のため，静岡県等で使用されている
「つる下ろし装置」の効果を検証しました。慣行の誘引方法と比較して，同等の
収量であり，作業時間を30～40％の削減できることを明らかにしました。


